
(57)【要約】

　【課題】　眼鏡への着脱操作が容易な眼鏡用投光具及

びこれを備えた眼鏡を提供する。

　【解決手段】　眼鏡用投光具は、第１の投光具１０と

、第２の投光具４０とを含む。第１の投光具１０（４０

）は、第１の取付部１１（４１）と、第１の発光部１３

（４３）とを含む。第１の取付部１１（４１）は、眼鏡

の前面の上部に着脱可能に取り付けるための挟持構造を

有する。第１の発光部１３（４３）は、第１の取付部１

１（４１）により支持されており、眼鏡の前面側を向く

ように位置決めされる。第２の投光具４０は、第１の投

光具１０から独立している。眼鏡は、投光具と、眼鏡レ

ンズ６２Ｒ、Ｌと、眼鏡フレーム６１とを含む。第１の

取付部１１は眼鏡レンズ６２Ｒに、第２の取付部４１は

眼鏡レンズ６２Ｌに、それぞれ着脱可能に取り付けられ

ている。取付部の横寸法ｗ１、発光部の横寸法ｗ２は、

眼鏡レンズの横寸法ｗ３以下である。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  第 １ の 投 光 具 と 、 第 ２ の 投 光 具 と を 含 む 眼 鏡 用 投 光 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 投 光 具 は 、 第 １ の 取 付 部 と 、 第 １ の 発 光 部 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 し
、
　 前 記 第 １ の 発 光 部 は 、 前 記 第 １ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ
う に 位 置 決 め さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 投 光 具 は 、 第 ２ の 取 付 部 と 、 第 ２ の 発 光 部 と を 含 み 、 前 記 第 １ の 投 光 具 か ら
独 立 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 し
、
　 前 記 第 ２ の 発 光 部 は 、 前 記 第 ２ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ
う に 位 置 決 め さ れ る も の で あ る
眼 鏡 用 投 光 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 眼 鏡 用 投 光 具 で あ っ て 、 さ ら に 電 源 装 置 を 含 み 、
　 前 記 電 源 装 置 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る
眼 鏡 用 投 光 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 眼 鏡 用 投 光 具 と 、 眼 鏡 フ レ ー ム と 、 眼 鏡 レ ン ズ と を 含 む 眼 鏡 で あ っ て 、
　 前 記 眼 鏡 レ ン ズ は 、 ２ 枚 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 前 記 眼 鏡 フ レ ー ム の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て
お り 、
　 前 記 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 何 れ か に 記 載 さ れ た も の で な り 、
　 前 記 第 １ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 レ ン ズ の 一 方 に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 発 光 部 は 、 前 記 第 １ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ
う に 位 置 決 め さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 取 付 部 、 及 び 、 前 記 第 １ の 発 光 部 の 横 寸 法 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の
横 寸 法 以 下 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 レ ン ズ の 他 方 に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 発 光 部 は 、 前 記 第 ２ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ
う に 位 置 決 め さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 取 付 部 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 発 光 部 の 横 寸 法 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の
横 寸 法 以 下 で あ る 眼 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 眼 鏡 用 投 光 具 、 及 び 、 眼 鏡 用 投 光 具 を 備 え る 眼 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 眼 鏡 使 用 者 は 、 細 か い 作 業 を 行 う 場 合 や 読 書 を 行 う 場 合 に は 、 眼 鏡 不 使 用 者 に 比 べ て 、
視 野 を よ り 明 る く 照 ら す 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 従 来 、 眼 鏡 に ラ イ ト 等 の 投 光 具 を 備 え 、 視
野 の 範 囲 内 を 照 明 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 眼 鏡 用 投 光 具 に 求 め ら れ る 特 徴 と し て は 、 ま ず 、 軽 量 化 及 び 小 型 化 の 要 請 が 大
き い 。 即 ち 、 投 光 具 は 眼 鏡 と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る か ら 、 十 分 に 軽 量 化 が 達 成 さ れ て い
な い と 、 投 光 具 の 重 量 が 眼 鏡 使 用 者 の 疲 労 を 増 加 さ せ 、 長 時 間 の 装 用 が 困 難 に な る 。 ま た
、 投 光 具 の 小 型 化 が 充 分 に 達 成 さ れ て い な い と 、 眼 鏡 に 用 い ら れ た 投 光 具 が 視 野 を さ え ぎ
る 障 害 物 と な る 不 都 合 を 生 じ る 。 さ ら に 、 眼 鏡 は 、 顔 の 中 心 部 に 装 用 さ れ る か ら 他 者 の 好
奇 の 目 を 引 き や す い 。 従 っ て 、 眼 鏡 に 用 い ら れ る 投 光 具 の 小 型 化 が 充 分 で な い 場 合 に は 、
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外 観 上 の 原 因 か ら 使 用 者 に 投 光 具 の 使 用 を 躊 躇 さ せ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 投 光 具 は 、 眼 鏡 本 体 と 別 個 の 構 成 要 素 で あ っ て 、 且 、 眼 鏡 へ の 着 脱 が 容 易 で あ る
こ と が 好 ま し い 。 即 ち 、 眼 鏡 使 用 者 に と っ て 、 作 業 毎 に 投 光 具 付 き 眼 鏡 に 交 換 す る よ り も
、 使 い 慣 れ た 眼 鏡 に 投 光 具 を 装 着 す る 方 が 、 視 野 に 違 和 感 を 生 じ る こ と な く 作 業 に 集 中 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 眼 鏡 は 一 般 に 高 価 な 物 品 で あ る か ら 、 投 光 具 付 き 眼 鏡 を 別 途 用 意
す る こ と は 、 使 用 者 の 経 済 的 な 負 担 を 増 大 さ せ る 不 都 合 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 後 に 、 投 光 具 は 、 使 用 目 的 や 作 業 対 象 物 に 応 じ て 、 そ の 照 明 範 囲 、 照 明 方 向 等 を 適 宜
調 節 し う る こ と が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 眼 鏡 用 投 光 具 に つ い て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ は 、 眼 鏡 の 前 方 を 照 明 し 得 る よ う に 眼 鏡 に
装 着 可 能 か つ 眼 鏡 か ら 取 り 外 し 可 能 に 構 成 さ れ た 発 光 部 と 、 眼 鏡 の 仰 俯 角 が 基 準 角 度 に 対
し て 仰 角 側 の 角 度 で あ る か 否 か を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 装 用 者 の 操 作 に 応 じ て 発 光 部 を 発
光 及 び 消 光 さ せ る 作 動 手 段 と を 備 え 、 仰 俯 角 が 基 準 角 度 に 対 し て 仰 角 側 の 角 度 で あ る 場 合
に は 、 作 動 手 段 の 動 作 に 関 わ ら ず 、 発 光 部 を 自 動 的 に 消 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 投 光 具
を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 眼 鏡 枠 体 と 眼 鏡 レ ン ズ と で 構 成 さ れ る 眼 鏡 で あ っ て 、 当 該 眼 鏡 枠 体 の テ
ン プ ル に 易 方 向 性 の 光 源 部 を 設 け 、 ま た こ の 眼 鏡 枠 体 の 耳 掛 け に 電 源 を 設 け 、 光 源 部 で 一
定 の 角 度 を 視 野 し 、 か つ 略 ３ ～ ８ 程 度 の 文 字 数 、 又 は 略 ５ ｃ ｍ 程 度 の 広 さ を 照 射 で き る こ
と を 特 徴 と す る ラ イ ト 付 き 眼 鏡 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ３ は 、 頭 部 へ 取 り 付 け る た め の 取 付 け 部 と 、 そ の 取 付 け 部 に 連 結 さ れ た 投 光 部
と を 有 し 、 そ の 投 光 部 は 前 方 へ 向 け て 開 く 凹 部 と 、 そ の 凹 部 の 内 部 に 前 方 へ 向 け て 取 り 付
け ら れ た 発 光 素 子 と で 構 成 さ れ た 頭 部 装 着 式 投 光 具 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ４ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ を 利 用 し た 、 眼 鏡 直 付 け 照 明 具 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 乃 至 ４ に 記 載 し た 従 来 技 術 に お い て も 、 上 述 し た 眼 鏡 用 投 光 具 に 要
求 さ れ る 課 題 を 充 分 に 解 決 し て い る と は い え な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ８ ９ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ３ ９ ５ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ４ １ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ １ ７ ２ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 眼 鏡 へ の 着 脱 が 容 易 な 眼 鏡 用 投 光 具 、 及 び 、 眼 鏡 用 投 光 具 を 備 え た 眼
鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の も う １ つ 課 題 は 、 装 用 者 の 視 野 を 充 分 に 照 明 す る こ と が で き る 眼 鏡 用 投 光 具 、
及 び 、 眼 鏡 用 投 光 具 を 備 え た 眼 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 更 に も う １ つ の 課 題 は 、 軽 量 化 さ れ 、 且 、 小 型 化 さ れ た 眼 鏡 用 投 光 具 、 及 び 、
眼 鏡 用 投 光 具 を 備 え た 眼 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 更 に も う １ つ の 課 題 は 、 照 明 範 囲 及 び 照 明 角 度 の 調 節 が 容 易 な 眼 鏡 用 投 光 具 、
及 び 、 眼 鏡 用 投 光 具 を 備 え た 眼 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ の 投 光 具 と 、 第 ２ の
投 光 具 と を 含 む 。 前 記 第 １ の 投 光 具 は 、 第 １ の 取 付 部 と 、 第 １ の 発 光 部 と を 含 む 。 前 記 第
１ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 す る 。 前 記
第 １ の 発 光 部 は 、 前 記 第 １ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ う に 位
置 決 め さ れ る も の で あ る 。 前 記 第 ２ の 投 光 具 は 、 第 ２ の 取 付 部 と 、 第 ２ の 発 光 部 と を 含 み
、 前 記 第 １ の 投 光 具 か ら 独 立 し て い る 。 前 記 第 ２ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 に 着 脱 可
能 に 取 り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 す る 。 前 記 第 ２ の 発 光 部 は 、 前 記 第 ２ の 取 付 部 に よ り
支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ う に 位 置 決 め さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 し た 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 眼 鏡 に 用 い ら れ る 。 眼 鏡 は 、 眼 鏡 用 投 光 具 と 、 眼 鏡 フ レ ー ム
と 、 眼 鏡 レ ン ズ と を 含 む 。 前 記 眼 鏡 レ ン ズ は 、 ２ 枚 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 前 記 眼 鏡 フ レ ー ム
の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 第 １ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 レ ン ズ の 一 方 に 、 着 脱 可 能 に 取
り 付 け ら れ て い る 。 前 記 第 １ の 発 光 部 は 、 前 記 第 １ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡
の 前 面 側 を 向 く よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 前 記 第 １ の 取 付 部 、 及 び 、 前 記 第 １ の 発 光 部
の 横 寸 法 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法 以 下 で あ る 。 前 記 第 ２ の 取 付 部 は 、 眼 鏡
レ ン ズ の 他 方 に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 第 ２ の 発 光 部 は 、 前 記 第 ２ の 取 付
部 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 前 記 第 ２ の 取
付 部 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 発 光 部 の 横 寸 法 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法 以 下 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ の 投 光 具 と 、 第 ２ の 投 光 具 と を 含 む 。 第 １ の 投
光 具 は 、 第 １ の 取 付 部 と 、 第 １ の 発 光 部 と を 含 む 。 第 ２ の 投 光 具 は 、 第 ２ の 取 付 部 と 、 第
２ の 発 光 部 と を 含 む 。 即 ち 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 と い う ２ つ の 光 源 を
有 す る か ら 、 眼 鏡 に 用 い ら れ た 場 合 、 装 用 者 の 視 野 を 照 明 す る に 充 分 な 明 さ を 確 保 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 発 光 部 は 、 第 １ の 取 付 部 に よ り 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の 発 光 部 は 、 第 ２ の 取 付 部
に よ り 支 持 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ う に 位 置 決 め さ
れ て い る 。 従 っ て 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 眼 鏡 使 用 者 の 視 野 を 広 範 囲 に わ た っ て 照 明 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ の 投 光 具 は 、 第 １ の 投 光 具 か ら 独 立 し て い る 。 第 １ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部
、 よ り 具 体 的 に は 、 眼 鏡 レ ン ズ の 一 方 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 す る 。
第 ２ の 取 付 部 は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 、 よ り 具 体 的 に は 、 眼 鏡 レ ン ズ の 他 方 に 着 脱 可 能 に 取
り 付 け る た め の 挟 持 構 造 を 有 す る 。 従 っ て 、 眼 鏡 使 用 者 は 、 既 に 所 有 す る 眼 鏡 に 対 し て 眼
鏡 用 投 光 具 を 容 易 に 取 り 付 け 、 又 は 、 取 り 外 す こ と が で き る 。 ま た 、 眼 鏡 使 用 者 は 、 使 い
慣 れ た 眼 鏡 を 継 続 し て 使 用 す る こ と が で き る か ら 、 複 数 の 眼 鏡 を 使 い 分 け る こ と に よ り 視
野 に 違 和 感 を 生 じ る 不 都 合 を 回 避 し う る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 眼 鏡 は 、 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ に よ り 眼 鏡 用 投 光 具 の 重 量 を 分 散 し て 支 持 す る こ と
が で き る か ら 、 投 光 具 の 重 量 に よ り 眼 鏡 使 用 者 が 感 じ る 疲 労 感 を 低 減 し 、 長 時 間 の 装 用 が
可 能 と な る 。 加 え て 、 眼 鏡 使 用 者 は 、 新 た に 眼 鏡 を 購 入 す る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 眼 鏡 使
用 者 の 経 済 的 負 担 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ の 取 付 部 及 び 第 １ の 発 光 部 の 横 寸 法 、 及 び 、 第 ２ の 取 付 部 及 び 第 ２ の 発 光 部 の 横 寸
法 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法 以 下 で あ る 。 上 述 し た 構 造 に よ る と 、 眼 鏡 用 投
光 具 は 小 型 で あ る か ら 、 装 用 者 の 視 野 を さ え ぎ る 障 害 物 に な る 不 都 合 を 回 避 し う る 。 ま た
、 外 観 上 の 原 因 か ら 装 用 者 に そ の 使 用 を 躊 躇 さ せ る 不 都 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 さ ら に 、 第 ２ の 投 光 具 は 第 １ の 投 光 具 か ら 独 立 し て お り 、 且 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 が
、 そ れ ぞ れ 眼 鏡 レ ン ズ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １
及 び 第 ２ の 投 光 具 を 、 上 述 し た 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法 の 範 囲 内 で 水 平 移 動 す る こ と に よ り 、
照 明 角 度 や 照 明 範 囲 を 容 易 に 調 節 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ 及 び
第 ２ の 投 光 具 の そ れ ぞ れ を 眼 鏡 使 用 者 の 眼 球 の 位 置 に 正 確 に 位 置 合 わ せ す る こ と に よ り 、
眼 鏡 使 用 者 の 視 線 の 移 動 に 追 従 し て 、 容 易 に 視 野 内 を 照 明 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 、 構 成 及 び 利 点 に つ い て は 、 添 付 図 面 を 参 照 し 、 更 に 詳 し く 説 明 す る
。 添 付 図 面 は 、 単 に 、 例 示 に 過 ぎ な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 用 投 光 具 の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 の 部 分 断
面 図 で あ る 。 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ の 投 光 具 と 、 第 ２ の 投 光 具 と を 含 む 。 第
１ の 投 光 具 と 、 第 ２ の 投 光 具 と は 、 同 一 の 構 造 を 有 す る こ と が で き る 。 図 １ 及 び 図 ２ で は
、 第 １ の 投 光 具 を 例 に 説 明 し 、 第 ２ の 投 光 具 に 関 す る 説 明 は 重 複 す る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 示 す る 眼 鏡 用 投 光 具 に お い て 、 第 １ の 投 光 具 は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ と 、 第 １ の 発 光 部
１ ３ と を 含 む 。 第 １ の 取 付 部 １ １ は 、 眼 鏡 の 前 面 の 上 部 に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け る た め の
挟 持 構 造 を 有 す る 。 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 第 １ の 取 付 部 １ １ は 挟 持 構 造 と し て 、 ア ー ム
１ １ １ と 、 ス ト ッ パ １ １ ２ と 含 む 。 ア ー ム １ １ １ は 、 ア ー チ 形 状 又 は Ｕ 字 形 状 に 湾 曲 し て
お り 、 横 寸 法 ｗ １ と 、 高 さ 寸 法 ｈ １ と を 有 す る 。 横 寸 法 ｗ １ は 正 面 か ら 見 た ア ー ム １ １ １
の 横 幅 を 示 し 、 高 さ 寸 法 ｈ １ は ア ー チ 形 状 、 又 は 、 Ｕ 字 形 状 の 内 部 空 間 の 奥 行 き を 示 す 。
ア ー ム １ １ １ は 、 好 ま し く は 弾 力 性 を 有 す る 金 属 材 料 ま た は 合 成 樹 脂 材 料 で な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ア ー ム １ １ １ は 、 一 端 側 が 第 １ の 発 光 部 １ ３ と 結 合 さ れ て い る と と も に 、 他 端 側 が 自 由
端 と な っ て い る 。 ア ー ム １ １ １ は 、 前 記 他 端 側 に お い て ア ー チ 形 状 の 内 周 面 に ス ト ッ パ １
１ ２ が 複 数 配 置 さ れ て い る 。 ス ト ッ パ １ １ ２ は 、 合 成 ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 で な り
、 高 摩 擦 係 数 値 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 図 示 す る ス ト ッ パ １ １ ２ は 略 半 球 形 状 で あ っ て
、 ア ー ム １ １ １ の 内 周 面 と 、 こ れ に 間 隔 ｔ １ を 隔 て て 相 対 向 す る 基 体 部 １ ３ ０ の 上 端 部 と
に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 同 一 面 上 に お い て 複 数 が 横 方 向 に 配 列 さ れ て い る 。 ス ト ッ パ
１ １ ２ は 、 第 １ の 投 光 具 が 、 眼 鏡 用 投 光 具 と し て 眼 鏡 に 用 い ら れ た 場 合 に 、 間 隔 ｔ １ に 案
内 さ れ た 眼 鏡 レ ン ズ に 対 し て 、 ア ー ム １ １ １ の 弾 性 に よ る 復 元 力 を 利 用 し て レ ン ズ 表 面 に
接 触 又 は 吸 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ の 発 光 部 １ ３ は 、 横 寸 法 ｗ ２ を 有 し 、 基 体 部 １ ３ ０ と 、 光 源 １ ３ １ と 、 反 射 面 １ ３
２ と 、 保 護 カ バ ー １ ３ ３ と を 含 む 。 光 源 １ ３ １ と 、 反 射 面 １ ３ ２ と 、 保 護 カ バ ー １ ３ ３ と
は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 、 周 知 の 構 成 部 分 で あ る か ら 、 詳 細 は 省 略 す る 。 な お 、 図 示 す
る 光 源 １ ３ １ は 、 電 球 で あ る 。 反 射 面 １ ３ ２ は 、 鏡 面 状 で あ っ て 光 源 １ ３ １ の 光 を 増 幅 す
る 。 保 護 カ バ ー １ ３ ３ は 光 透 過 性 を 有 し 、 外 部 か ら の 衝 撃 や 塵 芥 の 侵 入 等 に よ り 光 源 １ ３
１ が 損 壊 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 体 部 １ ３ ０ に は ア ー ム １ １ １ の 一 端 側 が 接 続 さ れ て い る 。 基 体 部 １ ３ ０ と 、 ア ー ム １
１ １ と は 、 一 体 的 構 造 で あ っ て も よ い し 、 嵌 合 構 造 や 螺 子 止 め 構 造 等 の 機 械 的 構 造 に よ り
接 続 さ れ て い て も 良 い 。 例 え ば 、 ア ー ム １ １ １ の 一 端 と 、 基 体 部 １ ３ ０ と の 結 合 関 係 と し
て カ シ メ 構 造 を 採 用 し た 場 合 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ の 照 明 方 向 を 自 由 に 調 節 す る こ と が で き
る 。 図 示 は 基 体 部 １ ３ ０ と 、 ア ー ム １ １ １ と が 一 体 的 構 造 に よ り 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て
、 基 体 部 １ ３ ０ と 、 ア ー ム １ １ １ と は 、 同 質 の 合 成 樹 脂 材 料 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 す る こ
と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の 取 付 部 １ １ は 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 照 明 で き る よ う に 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ を 支 持 す る
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。 一 般 に 、 眼 鏡 の 内 側 に は 、 眼 鏡 使 用 者 の 顔 面 部 が 隣 接 す る か ら 、 第 １ の 取 付 部 １ １ は 、
第 １ の 投 光 具 を 眼 鏡 に 掛 け と め よ う と す る 場 合 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ を 眼 鏡 の 外 側 に 吊 り 下
げ る こ と と な る 。 従 っ て 、 第 １ の 取 付 部 １ １ は 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ が 前 方 を 照 明 し う る よ
う に 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ の 照 明 方 向 と は 逆 の 方 向 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 示 さ れ て い な い が 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 一 般 に 電 源 装 置 ５ ０ を 含 む 。 こ の 点 に つ い て は
、 後 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ で 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ の 横 寸 法 ｗ １ が 、 第 １ の 発 光
部 １ ３ の 横 寸 法 ｗ ２ よ り 狭 く 設 定 さ れ て い る が 、 横 寸 法 ｗ １ と 、 横 寸 法 ｗ ２ と は 等 し く と
も よ い 。 横 寸 法 ｗ １ を 横 寸 法 ｗ ２ に 比 べ て 狭 く 設 定 す る こ と に よ り 、 眼 鏡 用 投 光 具 の 小 型
化 及 び 軽 量 化 を 達 成 す る こ と が で き る と と も に 、 ア ー ム １ １ １ の 弾 力 性 を そ の 形 状 に よ り
調 節 す る こ と が で き る か ら 、 眼 鏡 レ ン ズ に 対 す る ス ト ッ パ ー １ １ ２ の 接 触 力 又 は 吸 着 力 を
適 当 な 範 囲 で 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 様 に 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た ア ー ム １ １ １ の 厚 み や 形 状 、 特 に 、 高 さ 寸 法 ｈ １ 及 び 間
隔 ｔ １ 等 は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 に 対 応 し て 決 定 さ れ る 設 計 的 事 項 で あ る 。 ま た 、 ス ト ッ
パ １ １ ２ の 材 質 、 形 状 及 び 設 置 数 に つ い て も 、 眼 鏡 用 投 光 具 の ズ レ や 脱 落 を 防 止 す る た め
に 必 要 と さ れ る 摩 擦 係 数 値 に 応 じ て 決 定 さ れ る 設 計 的 事 項 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の 取 付 部 １ １ の 挟 持 構 造 は 、 周 知 の ク リ ッ プ 等 の よ う な 機 械 的 構 造 を 含 む こ と が で
き る 。 第 １ の 取 付 部 １ １ の 挟 持 構 造 が ク リ ッ プ 等 の 機 械 的 構 造 で あ る 場 合 、 ス ト ッ パ １ １
２ は 眼 鏡 レ ン ズ 表 面 へ の 損 傷 を 防 止 す る 緩 衝 機 能 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 投 光 具 は 、 複 数 個 が 、 眼 鏡 フ レ ー ム 及 び 眼 鏡 レ ン ズ と 組 み 合 わ さ れ て 用 い ら れ
、 眼 鏡 を 構 成 す る 。 次 に 、 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 用 投 光 具 を 用 い た 眼 鏡 に つ い て 説 明 す る 。 図
３ は 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 を 含 む 眼 鏡 の 斜 視 図 、 図 ４ は 図 ３ に 示 し た 眼 鏡 の
正 面 図 、 図 ５ は 図 ４ の ５ － ５ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 示 に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２
に 示 し た 構 成 部 分 と 同 一 の 構 成 部 分 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ 乃 至 図 ５ を 参 照 す る と 、 眼 鏡 は 、 第 １ の 投 光 具 １ ０ と 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ と 、 眼 鏡
フ レ ー ム ６ １ と 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ と を 含 む 。 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ は 、 そ
れ ぞ れ 眼 鏡 フ レ ー ム ６ １ の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 第 １ の 投 光 具 １ ０ は 、 図 １
及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 し た 投 光 具 で あ る か ら 詳 細 は 省 略 す る 。 ま た 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０
は 、 第 １ の 投 光 具 １ ０ と 同 一 の 構 造 を 有 す る か ら 詳 細 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の 投 光 具 １ ０ は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ と 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ と を 含 む 。 第 １ の 投 光 具
１ ０ は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ に よ り 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 　 第 １ の 発 光 部 １ ３ は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く
よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 第 １ の 取 付 部 １ １ の 横 寸 法 ｗ １ 、 又 は 、 第 １ の 発 光 部 １ ３ の
横 寸 法 ｗ ２ は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ の 横 寸 法 ｗ ３ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ は 、 第 ２ の 取 付 部 ４ １ と 、 第 ２ の 発 光 部 ４ ３ と を 含 む 。 第 ２ の 投 光 具
４ ０ は 、 第 ２ の 取 付 部 ４ １ に よ り 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｌ に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 第 ２ の 発 光 部 ４ ３ は 、 第 ２ の 取 付 部 ４ １ に よ り 支 持 さ れ て お り 、 眼 鏡 の 前 面 側 を 向 く よ
う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 図 ４ に 示 し て い な い が 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ は 、 第 １ の 投 光 具 １
０ と 同 一 構 造 を 有 す る か ら 、 第 ２ の 取 付 部 ４ １ の 横 寸 法 ｗ １ 、 及 び 、 第 ２ の 発 光 部 ４ ３ の
横 寸 法 ｗ ２ は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｌ の 横 寸 法 ｗ ３ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ （ １ ０ ） は 、 高 さ 寸 法 ｈ １ と 、 高 さ 寸 法 ｈ ２ と を
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有 す る 。 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｌ （ ６ ２ Ｒ ） は 、 高 さ 寸 法 ｈ ３ 、 及 び 、 厚 み ｔ ２ を 有 す る 。 図 ２
に 示 し た 間 隔 ｔ １ は 、 図 ５ に 示 す 厚 み ｔ ２ 以 下 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 電 源 装 置 ５ ０ を 含 む 。 電 源 装 置 ５ ０ は 、 当 該 投 光 具 に 関 す る 技 術 分 野
に お い て 、 周 知 の 構 造 を 有 す る 。 図 示 す る 電 源 装 置 ５ ０ は 、 コ ー ド ５ １ と 、 電 源 部 ５ ２ と
、 ス イ ッ チ ５ ３ と を 含 む 。 電 源 部 ５ ２ に は 市 販 の 乾 電 池 、 又 は 、 バ ッ テ リ ー が 内 蔵 さ れ て
お り 、 ス イ ッ チ ５ ３ に よ り 照 明 の オ ン オ フ の 切 り 替 え 操 作 を 行 う 。 コ ー ド ５ １ は 、 第 １ の
発 光 部 １ ３ と 、 第 ２ の 発 光 部 ４ ３ と を 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 電 源 部 ５ ２ は 、 コ ー ド ５ １
に よ り 、 第 １ の 投 光 具 １ ０ の 第 １ の 発 光 部 １ ３ と 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ の 第 ２ の 発 光 部 ４ ３
と に 照 明 に か か る 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た 構 造 に よ る と 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 １ ３ 、 ４ ３ と い う ２ つ
の 光 源 を 有 す る か ら 、 装 用 者 の 視 野 を 照 明 す る に 充 分 な 明 さ を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ の 発 光 部 １ ３ は 、 第 １ の 取 付 部 １ １ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の 発 光 部 ４ ３ は 、
第 ２ の 取 付 部 ４ １ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 １ ３ 、 ４ ３ は 、 眼 鏡 の 前
面 側 を 向 く よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 従 っ て 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 眼 鏡 使 用 者 の 視 野 を 広
範 囲 に わ た っ て 照 明 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ は 、 第 １ の 投 光 具 １ ０ か ら 独 立 し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０
、 ４ ０ は 、 挟 持 構 造 と し て 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 １ １ 、 ４ １ を 有 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ で 説
明 し た よ う に 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 １ １ 、 ４ １ は 、 ア ー ム １ １ １ 及 び ４ １ １ と 、 ス ト ッ パ
１ １ ２ 及 び ４ １ ２ と を 含 む 。 ア ー ム １ １ １ 及 び ４ １ １ は 、 ア ー チ 形 状 又 は Ｕ 字 形 状 に 湾 曲
し て い る 。 ス ト ッ パ １ １ ２ 、 ４ １ ２ は 、 複 数 が ア ー ム １ １ １ 及 び ４ １ １ の 内 周 面 の 先 端 部
と 、 間 隔 ｔ １ を 隔 て て 相 対 向 す る 基 体 部 １ ３ ０ 、 ４ ３ ０ の 上 端 部 と に 配 置 さ れ て い る 。 間
隔 ｔ １ は 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｌ （ ６ ２ Ｒ ） の 厚 み ｔ ２ 以 下 に 設 定 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２
の 投 光 具 １ ０ 、 ４ ０ は 、 ア ー ム １ １ １ 及 び ４ １ １ の ア ー チ 形 状 の 間 隔 ｔ １ を 押 し 広 げ る 操
作 を す る こ と に よ り 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ の 上 部 に 容 易 に 取 り 付 け 、 又 は 、 取 り 外
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 間 隔 ｔ １ は 、 好 ま し く は 厚 み ｔ ２ 以 下 に 設 定 さ れ て い る か ら 、 ス ト ッ パ １ １ ２ 及 び ４ １
２ は 、 ア ー ム １ １ １ 及 び ４ １ １ の 弾 性 に よ る 復 元 力 を 利 用 し て レ ン ズ 表 面 に 接 触 又 は 吸 着
す る 。 従 っ て 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 着 脱 容 易 な 挟 持 構 造 を 有 す る と と も に 、 掛 け 止 め 時 に は
確 実 に 固 定 す る こ と が で き る か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０ 、 ４ ０ が 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ
、 ６ ２ Ｌ 上 で 不 安 定 と な っ た り 、 更 に は 脱 落 し た り す る 不 都 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 着 脱 可 能 な 挟 持 構 造 を 有 す る か ら 、 眼 鏡 使 用 者 は 、
使 い 慣 れ た 眼 鏡 を 継 続 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 複 数 の 眼 鏡 を 使 い 分 け る こ と
に よ り 視 野 に 違 和 感 を 生 じ る 不 都 合 を 回 避 し う る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ が 第 １ の 投 光 具 １ ０ を 支 持 し 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｌ が 第 ２ の 投 光
具 ４ ０ を 支 持 す る こ と に よ り 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 そ の 総 重 量 を 分 散 し て 支 持 さ れ る か ら 、
投 光 具 の 重 量 に よ り 眼 鏡 使 用 者 が 感 じ る 疲 労 感 を 低 減 し 、 長 時 間 の 装 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 眼 鏡 使 用 者 は 、 既 に 所 有 す る 眼 鏡 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０ 、 ４ ０ を
容 易 に 取 り 付 け 、 又 は 、 取 り 外 す こ と が で き る か ら 、 新 た に 眼 鏡 を 購 入 す る 必 要 が な い 。
従 っ て 、 図 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 に よ る と 、 眼 鏡 使 用 者 の 経 済 的 負 担 を 低 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 １ １ 、 ４ １ の 横 寸 法 ｗ １ 、 及 び 、 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 １ ３ 、 ４
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３ の 横 寸 法 ｗ ２ は 、 取 り 付 け ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ の 横 寸 法 ｗ ３ 以 下 で あ る 。
上 述 し た 構 造 に よ る と 、 眼 鏡 用 投 光 具 は 小 型 で あ る か ら 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ に 装
着 し た 場 合 に 、 装 用 者 の 視 野 を さ え ぎ る 障 害 物 に な る 不 都 合 を 回 避 し う る 。 図 示 か ら は 必
ず し も 明 ら か で は な い が 、 眼 鏡 使 用 者 の 目 の 位 置 は 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ の 中 央 付
近 に 位 置 す る か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０ 、 ４ ０ 高 さ 寸 法 ｈ ２ が 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ
、 ６ ２ Ｌ の 高 さ 寸 法 ｈ ３ の 約 １ ／ ３ 程 度 で あ れ ば 、 視 野 を さ え ぎ る 障 害 物 に は な ら な い 。
そ し て 、 高 さ 寸 法 ｈ ２ を 高 さ 寸 法 ｈ ３ の １ ／ ３ 程 度 に 抑 え る に は 、 上 述 し た 挟 持 構 造 に お
い て 高 さ 寸 法 １ に 対 す る 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ の 侵 入 距 離 を 調 節 す る こ と に よ り 実 行
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ は 第 １ の 投 光 具 １ ０ か ら 独 立 し て お り 、 且 、 第 １ 及 び 第 ２ の
投 光 具 ４ ０ が 、 そ れ ぞ れ 眼 鏡 レ ン ズ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 眼 鏡 用 投
光 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ を 、 上 述 し た 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法 の 範 囲 内 で 水 平 移 動
す る こ と に よ り 、 照 明 角 度 や 照 明 範 囲 を 容 易 に 調 節 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 眼 鏡 用 投
光 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 ４ ０ の そ れ ぞ れ を 眼 鏡 使 用 者 の 眼 球 の 位 置 に 正 確 に 位 置 合
わ せ す る こ と に よ り 、 眼 鏡 使 用 者 の 視 線 の 移 動 に 追 従 し て 、 容 易 に 視 野 内 を 照 明 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０ 、 ４ ０ は 小 型 で あ る か ら 、 他 者 の 好 奇 の 目 を 引 き に
く く 、 外 観 上 の 原 因 か ら 装 用 者 に 眼 鏡 用 投 光 具 の 使 用 を 躊 躇 さ せ る 不 都 合 を 回 避 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 の 別 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 、 図 ７ は 図 ６ の ７ － ７ 線 に 沿 っ た 拡
大 断 面 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 眼 鏡 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 し た 構 成 部 分 と 同
一 の 構 成 部 分 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 眼 鏡 用 投 光 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 １ １ 、 ４ １ が 、 第 １ 及 び 第
２ の 発 光 部 １ ３ 、 ４ ３ を 下 方 か ら 支 持 す る 点 で 、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 と 異
な る 。 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 １ １ 、 ４ １ は 、 ア ー ム １ １ １ 、 ４ １
１ を 有 す る 。 ア ー ム １ １ １ 、 ４ １ １ は 、 好 ま し く は 中 央 部 が 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 １ ３ 、
４ ３ に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 両 端 部 が 自 由 端 と な っ て い る 。 ア ー ム １ １ １ 、 ４ １ １ は
、 前 記 両 端 部 に お い て ア ー チ 形 状 の 内 周 面 に そ れ ぞ れ ス ト ッ パ １ １ ２ 、 ４ １ ２ が 複 数 配 置
さ れ て い る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 に よ る と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 投 光 具 １ ０ 、
４ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 １ ３ 、 ４ ３ が 、 眼 鏡 レ ン ズ ６ ２ Ｒ 、 ６ ２ Ｌ の 高 さ 寸 法 ｈ ３
の 範 囲 外 に 設 置 さ れ て い る か ら 、 眼 鏡 用 投 光 具 が 装 用 者 の 視 野 を さ え ぎ る 障 害 物 と な る 不
都 合 は 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 、 好 ま し い 実 施 例 を 参 照 し て 本 発 明 の 内 容 を 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 基 本 的
技 術 思 想 及 び 教 示 に 基 づ い て 、 当 業 者 で あ れ ば 、 種 種 の 変 形 態 様 を 採 り 得 る こ と は 自 明 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 用 投 光 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 眼 鏡 用 投 光 具 を 含 む 眼 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ に 示 し た 眼 鏡 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 眼 鏡 の 別 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ７ － ７ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 第 １ の 投 光 具
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 第 １ の 取 付 部
　 １ ３ 　 　 　 　 　 　 第 １ の 発 光 部
　 ４ ０ 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 投 光 具
　 ４ １ 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 取 付 部
　 ４ ３ 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 発 光 部
　 ５ ０ 　 　 　 　 　 　 電 源 装 置
　 ６ １ 　 　 　 　 　 　 眼 鏡 フ レ ー ム
　 ６ ２ Ｒ 　 　 　 　 　 眼 鏡 レ ン ズ
　 ６ ２ Ｌ 　 　 　 　 　 眼 鏡 レ ン ズ
　 ｗ １ 　 　 　 　 　 　 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 の 横 寸 法
　 ｗ ２ 　 　 　 　 　 　 第 １ 及 び 第 ２ の 発 光 部 の 横 寸 法
　 ｗ ３ 　 　 　 　 　 　 眼 鏡 レ ン ズ の 横 寸 法
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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